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幼稚園児の人間関係と対人行動

池　山　和　子

Patterns of Social Interaction and Social Behavior

in Nursery School Children

Kazuko IKEYAMA

Ⅰ　はじめに

対人関係の発達について, Tinbergenlは｢対人関係の広がりは早期の母子愛着関係に始まり,そ

れが拡大されて他の人々との関係の形成につながっていき,その人々から子どもは多くのことを学

んでいく｣と述べている｡早期の母子愛着関係について田口2)は,対人的社会的行動の基礎は生後最

初の2年間で相当程度のものができあがるが,この間の母子のやりとりとしては, ①子供の側の④

泣く,ぐずる, ⑥笑う, ④じっと顔を見つめる, ④声を出す, ㊥移動する,といった行動を起点と

して, ②母親の側の行動の仕方としては,大部分が④子供を安心させ,喜ばせることを狙いとして,

⑥子供のペースにあわせて, ④子供がこわがったりいやがったりする様子が少しでもみられればた

だちにやり方を変えるといった風に無理をしないで, ④子供を喜ばせるだけでなく母琴自身が楽し

みながら自然にしてしまう形で, ④将来のことを考えてそのためにするといった意図を持たずに,

する行動によって成り立っているものであると描写している｡

子供は2歳を過ぎるころから徐々に家庭外の人間関係にふれ始める｡就学年齢に至るまでに子供

自身の自発的な動因として同年齢の子供との関わりを欲するようになるが,同年齢の子供との間に

展開される人間関係は乳児期の母子愛着関係とはかなり異なっているものと考えられる｡

本報告は,就学前の幼児が同年齢集団である幼稚園の中でどのような人間関係を展開しているか,

また,どのような対人的行動をとっているか,その行動がどのように機能しているか,について幼

稚園において得られた観察記録によって考察したものである｡

ⅠⅠ方　　法

(1)観察記録は,昭和50年, 51年, 52年各前期(4月中旬～7月初め)水曜日午前中に鹿児島市内

国立幼稚園で行った観察によって得たものである｡記録の中から子供どおしの関わりの記録され

ている場面をとりあげた｡記録は全て学生によってなされたものである｡表1に年度別観察者数

と考察に用いた観察日数および各人によって得られた場面数を示す｡記録は逸話記録風にとられ
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表1観察記録の記録者と日数と各人によって得られた場面数
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細かな点で様式が統一されていない｡同じ場面を2人の観察者がそれぞれ記録している場合があ

るが,記録にどの事実をどの事実をすくいあげたかは観察者によって違いがみられた｡

(2)逸話記録は観察者の主観によって事実が選択されて記録されるものである｡こうした選択は,

現段階では,保育者が子供と関わる時の眼とほぼ等しいものと考えて考察することにした｡保育

者は子供と関わる場合,目の前の子供の行動を捉え,その行動をその時その周りで起こっていた

ことや時間的な経過も考えに入れた上で解釈し,その解釈に基づいて子供に対応してゆかなけれ

ばならない｡保育者の解釈が正しかったかどうかは,保育者の対応に対する子供の次の反応によ

って確かめられる｡いわば子供とのやりとりの中で子供に関する仮説の組み立て,検証,更新を

連続的に行っているともいえる｡解釈を下すに当って捉えた子供の行動や周りの出来事は,保育

者としてその場に起こっていることすべてを細部に至るまで細かくもれなく把握しているのでは

ない｡意識はしていない部分も含めて人はどんな場合も事実を選択的に把握するものであること

が知られている3)｡この際の選択の仕方が保育者としてあまり大きく歪んでいれば当然解釈にも

歪みが生じ,子供との関係はぎくしゃくしたものになり保育の流れも滞るものと考えられる｡こ

こで用いた観察記録は"理想的な〟保育者による把握とどの程度距離があるのかということも覗

在ではわからない｡このような事実選択の歪みは,時間を要する方法ではあるが, 1つには数多

くの観察者による数多くの観察記録を積み重ねること,また1つは実際に子供に関わる際にどの

程度役立ち得るかによって,修正･検証していくことが可能なのではないかと考える｡

ⅠⅠⅠ結果と考察

時間的に連続している記録は1場面と数え,子供間の関わりの記録されている場面100場面を得

た｡この100場面を人間関係という観点から, (1)仲間関係ができあがる(仲間関係の維持や仲間関係

の確認を含む)方向で展開がみられた場面, (2)仲間関係を断ち切る方向で展開がみられた場面, (3)

子供どおしの間に対立が生じ,調整が必要になった場面, (4)安定した仲間関係の上に活動が展開さ

れている場面, (5)周辺人的な行動の中での対人行動のみられる場面,の5つに分類した｡また少し

意味合いが異なるが, (6) ｢泣くこと｣がみられた場面を1つの分類項目としてたてた｡
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* 100場面について1から100まで通し番号を符した｡

**　子供の符号は場面ごとに全く別である｡

(1)仲間づくりの場面

基本的には同じ園,同じクラスの一員であるという意識はもっているが,その時々において同じ

活動を共にする小さな仲間関係がいくつかできあがる｡こうした,仲間関係がつくられようとした

場面で36場面みられた｡一つのことばかけですぐできあがる場面もあるが,例としてかなりの時間

がかかっている場面を示す｡

場面32　砂場ではスモックを早く着た子どもたちがスコップを持ったりしてもう何か遊びを始めていた｡ A君

は砂場に遅くついた｡そしていろいろあたりを見回して友だち(B君)を見つけ,友だちの方へ行き,友だち

が砂を盛り上げ,山をつくり,トンネルを掘り,水を流しているのをそばから見ていた｡そして何か取りに行

くが結局何もなくて素手でその場にまた帰ってきた｡そして先程と同じようにB君が掘ったりかためたりして

いるのを手をくだそうとせず見ていた｡しかし徐々に手を出して友達が掘った後を掘ったり,友達がかためた

後をかためたりした｡ A君, B君, C子ちゃんでつくっていた山をB君がこわし, A君に｢おい○○ (A君の

名前)おおきいのをまたつくっとけね｣と言ってB君は向こうの山の手伝いをLに行った｡ A君はB君に｢わ

かった｣と言った｡ A君はC子ちゃんと話をせず(途中C子ちゃんが｢あんたの名東えは何ていうの｣と尋ね

たけれどA君は答えなかった)山をつくり始めた｡ A君はC子ちゃんと小さな山をつくりトンネルを掘り始め,

まだそのトンネルが完全にあかないうちにジョロを持った男の子(D君)がやってきて山の通路に水を入れ,

トンネルが完全に通じたが水の入れすぎと山が小さかったために山がこわれてしまった｡ A君はD君をみつめ

そしてB君のところへ行き, D君を指さして｢○○ (Bの名前)ちゃん,このひとがこわしたよ｣とB君に言

う｡ B君はD君に｢もう水をいるんなよ｣と言いその後A君も｢もうみずをいるんなよ｣と言う｡そしてまた

A君, B君, C子ちゃんで山つくりを始める｡山ができトンネルが開通するとB君はA君に｢○○,水くみ当

番/｣と言うとA君は｢わかった｣と言ってジョロを持って水をくみに行く｡ A君が水をくんできて流し,ト

ンネルの通路が他の山の通路と通じそうになると他の山の男の子(E君)が｢つづけたくない｣とB君に強く

言う｡ B君は｢どうして｣と言い2人ともにらめっこみたいになる｡ E君がA君とB君の山の通路を少しこわ

しB君が｢なおせ｣と言い, E君は通路と通路が通じあわないように, A君たちの通路を曲げて直し,それで

いがみあいが終る｡ A君たちの隣りの方で女の子3人が一生懸命穴を掘り水を流していたが,この女の子たち

の通路がA君たちの領域まで近づいてきたのでA君たちと女の子たちの言い争いが始まる｡ B君｢おれたちの

りょういきにはいるな｣と言うと女の子たちが｢あんたたちのりよういきじゃないよ｣というように｡この間

A君は一言もしゃべらなかった｡女の子たちはB君の強い態度におされてA君たちの領域を侵害しないように

また女の子3人で遊び始めた｡ B君もA君やC子ちゃんと遊び始めA君が｢ともだちじゃないもんね｣とB君

にいう｡ (50-6-8

●仲間関係作り,仲間関係の確かめとして機能したと思われる行動を36場面の記録から挙げる｡

①　友達が活動しているそばへ行ってその活動を眺める｡

(1)友達の活動に関して質問する, (2)ことばをかわす, (3)目があってにっこりする,といった行

動が生ずると関係が一歩前進したと感じられる｡

②　友達と同じ行動をあとについてする｡

③　ことばで仲間加わるよう誘う,加わりたいと頼む,仲間であるなしを言ってみる｡

(1)自分のしようとしていることを友達に届くところで宣言したり言ってみる,という行動がみ

られた｡ (軽い形と感じられたが,軽いだけ相手との関係に安定感があるとも考えられる)

1回のことばかけで相手が反応しなかった場合,くり返しかけるが, M次第に声が大きくなっ
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た場合と, ｢～しよう｣ということばから桓)｢～してもいいよ｣ ｢～させてあげる｣ということばに

変わった場合があった｡ H ｢かたしてね｣のあとに｢水くみ当番するからね｣とつけ加えた場合

もあったが,これらは仲間入りしようと行動の強さを微妙に増していると思われる｡

④　友達の指示にさっそく従う｡

⑤　友達が終えるのを待っている｡来るまで待っている｡いるところまで戻る｡

⑥　道具,遊具,場所をさし出す,さし示す｡

⑦　手をつなぐ｡

⑧　自分の活動の場へ友達を連れてくる(連れていく)

⑨　友達に軽く(身体的な)攻撃行動をする｡

ィ.指でつつく,ロ. ｢～のばか｣と声をかける,ハ.つきとばす,こ.頭を軽く叩く,ホ.た

おれかかる,へ.くすぐる

※1つの場面では同じ行動をくり返しする｡指でつつき,次は頭を叩いてみる,という形はみら

れなかった｡

⑩　同じ活動領域(近い場所)で同じ道具･玩具を使って同じ活動を(平行して)する｡

●①眺める, ②同じ行動をあとについてする,場合は③ことばで誘ったり頼んだりした場合と比べ

て相手との間に心理的距離があるように感じられる｡仲間入りしたい気持がありながら失敗した

場面は5場面あった｡その時の子供の行動としては○ことばで誘ったが反応がなかった｡ ○頭を

軽く叩いて逃げることをくり返したが相手が自分のしていることに夢中になっていて反応しなか

った｡ ○眺めていたがその後皆の活動している領域へ入っていったが,皆が他の場所へ移動する

ととり残された｡ ○道具をさし出したが友達がその道具を使おうとしなかった,といったもので

あった｡同じ玩具を持ってそれを同じ領域で使おうとして入っていった場合,他の場面では周辺

人的な行動をとっていた子供がよく安定して活動している場面がみられた｡

(2)仲間関係が断ち切られた場面

仲間作りをしようとして反応が得られなかったのではなく,仲間関係をこわす方向に動いた行動

がみられた場面である｡ 14場面にみられた｡

場面41年長組の教室のはしのテラスで7人くらいの女の子たちが集まっている｡楽しそうではない｡ 7人の

中の1人がきく｢どうしたの｣ ｢A子ちゃんがあそばないっていうの｣沈黙が続く｡ 6人になる｡ 8人になる｡

1人遊びたくない子がぬける｡そして年少組の教室の方に行く｡くつをはきかえる｡近くにいた男の子をくつ

で叩く｡女の子と話す｡くつをはきおえ立ちあがり教室へ行く｡笑っている｡男の子をしきりに叩く(おもし

ろがって叩いている)このA子がぬけたあと7人のグループはそれぞればらばらになる｡ (50�"6�"18)

場面80　数人の女の子があそんでいる｡仲間に入れてほしいらしい女の子がそばにいるけれども無視している｡

｢かたして｣とその女の子が言ったが｢あのこのいるところにはいかない方が良いわ｣とリーダーらしい女の

子が答えて走ってそばをはなれていった｡ (52�"5�"18)

仲間関係を切ってしまう効果を持ったと思われる行動として次のようなものがあった｡

一①　友達のいる場所,ちょうど来ようとしている場所から離れる｡
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②　友達の言動をことばで拒否,噸笑する｡

｢だめ｣ということばだけでなく(i)｢あとからきたくせに｣ということばがつけ加えられた場合

があった｡拒否の程度がいくらか弱くなったと感じられる｡

そのつもりでなかったのに起きたこと(水を流して山が崩れてしまった)を強く非難された場

合,その行動を止めて仲間としていつづけた子供と,仲間関係から抜けた子供が同一場面でみら.

れた｡仲間から抜けた子供の方がグループ内の立場は弱かった｡

③　友達が来ると黙り込む｡

④　友達がいやがることをする｡していることの邪魔をする｡

意図としては,その場や遊具･玩具から友達を立ち退かせる狙いでなされ,対人的な関係その

ものを拒否することは感じられないが,結果的には関係が切られることになる｡

●行動が意図した効果を持たなかった場面は2場面あった-｡ ｢だめ｣と言ったが結局一緒に遊ぶ

ことになった｡ ○自分が乗っていた車に自分を押しのけて乗ってしまった車を,友達を降ろすつ

もりで勢いよく押して走らせたが, 2人とも楽しくなって結局一緒に遊んだ｡

(3)対立的な状況が生じて調整が必要になった場面

仲間関係にあったかなかったかとは関わりなく,したいことがかちあったり,一方がしたいこと

を一方がさせたくなかったり,といったことが生ずる｡一方がはっきり自己主張しないので,はっ

きりした対立状況にはならないで済んでしまうこともある｡はっきりと対立した空気があった場面

は25場面(同じ場面の記録が2つあり23場面)あった｡

場面85　お馬さん,年少組の女の子3人やってくる｡ 1人余る｡ ｢私から先に乗るからね｣ ｢いや｣ ｢じゃ私が後

ろにのるからあなたは前にのって｣ ｢いや｣ 1人あぶれる｡しかしあとで交替(52�"6�"1)

場面96　年長組の男の子たち約10名は砂場で遊んでいる｡ホースからの水を使って池を作ったり,橋を作った

り堤防を作っている｡各人思い思いに遊んでいたが,次第に池の規模が大きくなると遊べる土地が狭くなって

きた｡このころより小さなぶつかり合いが始まった｡それを解消するために男の子1人が｢○○君の言う通り

にしようよ, ○○君がこの遊びを言いだしたんだから｣という提案をし,みんな納得した｡ところが○○君は

｢橋も作っちゃだめ,堤防も作っちゃだめ｣というばかりでリーダーの役割を務められなかった｡

その時突然男の子2人が口論を始めた｡ 1人の子が｢B君がスコップで僕の頭を打ったんだよ｣と激しい口

調で顔を緊張させて抗議している｡それに対してB君は｢うったんじゃないよお,知らなかったんだヨ｣と言

った｡しかしまわりのみんなは口々に｢知っててうったんだよ｣ ｢B君はすぐうそをつくんだ｣ ｢うそつき｣と

非難したのでB君は泣いてみたり先生に訴えたりした｡ (52�"　7�"6)

対立的な状況を生み出し,持続させたと思われたのは子供たちの次のような行動であった｡

①　友達の考えやしようとしていることと対立することをことばで主張する｡

主張の仕方の強さに種々の段階がある-ィ,一回言ってみる,ロ,くり返し言い続ける,こ,

きっとなって言う,ホ,文句を言う,へ,悪口を言う,ホ,激しい口調で顔を緊張させて言う｡

②　相手をじっと見つめる,にらみあう｡

③　相手の持っている物を取ろうとして引っぼる｡

④　身体的な攻撃をする(叩く,ける,つまむ)
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⑤　相手に属する物をこわす(砂場),ける｡

⑥　友達と一緒にしていたことを途中で止める,少し離れた場所に移動する,返事をしない,など

ふくれている行動｡

●どの場面も①から始まり, ②, ③, ④, ⑥は①がエスカレートした形で生じていた｡ふざけっこ

が本気で身体的な攻撃をしあうけんかになった場面が1場面あった｡相手の物を相手の目の前で

隠してにらみ合いになった場面があったが,この場合もふざけるつもりが対立場面になったと考

えられる｡各場面を調べてみると,対立が生ずる前から子供たちが多少ともいらいらしていたの

ではないかと考えられる場面が多い｡時にはふざけっこの意図は全くなくて,相手の頭をジョロ

で叩いたがその子が全くとりあわなくて対立的な状況にならなかった場面もあった｡

●相手をじっと見つめる,にらみあう場面の方が,お互いに物を取りあうだけの場面より対人的に

対立感が強く感じられる｡またどうしてそうした状態が生ずるのか今回の資料ではわからなかっ

たが,回りの子供たちが一方の子供について一方の子供を同調して非難し,対立状況がますます

エスカレートする場面がみられた｡

●対立的状況が生ずるきっかけとなっていたのは次のような事柄であった｡ -A,遊具･玩具など

物,場所や順番の取りあい｡ B,友達のしたことやしようとしていることが自分の考えと違って

いた｡ C,自分自身や,自分に属する物に直接被害を受けた｡ D,子供たち全体に課せられてい

る規則を1人が守っていない｡

●対立が収まる方向の行動として,次のようなものがみられた｡

①　調停案を出す

②　先生に言いに行く(と言う)

③　一方が押し切る

④　一方又は双方が主張をひっこめる

⑤　文句を言って気を収める

⑥　謝る,言い訳する

(4)一定の安定した関係の上に成り立つ活動の中で,対人的やりとりが展開している場面

一定のレベルでの良い人間関係が成立8していて,関係それ自体はプラスあるいはマイナスいずれ

の方向への変化をみせずに,対人的関わりのある場面が49場面にみられた｡

場面43　庭の隅でT君が土を掘り起こしている｡すぐ横のブランコで遊んでいた女の子5人が｢何しているの｣

と近寄ってきて尋ねる｡ T君｢幼虫とりだよ｣しばらく様子を見たあと5人はいっしょにその場を去る｡スコ

ップを持ったA君がいっしょに掘り始める｡ A君がスコップを置いて｢ぼくがするからT君は掘ってね｣と言

いながら,土の表面の芝や草のはえた部分をはぎとってまくると土ばかりの部分が出てくる｡ T君は言われた

通り新しい部分をせっせと掘っている｡ T君は小さなバケツに土を入れ片手に持っている｡やがて出てくる幼

虫のための家を準備している｡(しばらくして女の子5人がそれぞれスコップやバケツを手にして戻ってきて幼

虫とりに加わる｡次々と2, 3人,様子を見てはスコップとりに行きこのグループに加わる｡ 10人くらいでか

たまって掘っている｡男の子が2人程スコップの手を休めては表面の土をはぎとるのに精を出している｡新し
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い土が現れると2, 3人がそのあとを追うように掘り返していく｡ 3, 4人が別の場所へ移って探している｡

突然男の子が｢みつけた｣と大きな声を出す｡その場にいた子どもが集まってきてのぞきこむ｡またせっせと

掘り返す｡ T君は｢B君は他にもみつけたでしょう｡ぼくにちょうだい｣と頼む｡ B君はすぐに同意してT君

にあげる｡ T君は幼虫の家に入れて軽く土をかぶせる｡数人の子供が見にくる｡ ｢おおきいな-｣, T君は大事

そうに抱きかかえるようにしてにこにこ顔で教室の方へ行く｡それについていくようにして2, 3人去る｡ B

君とA君はまだ残っている｡ A ｢どこにいたの｣ B ｢ここにいたよ｣と指さす｡同じ場所を掘るけれどもみつ

からない｡お集まりの合図の後しばらくして腰をあげる　(50�"7�"2)

場面7　A｢空色いりませんよ｣ B ｢はいはい｣ C ｢はいはい｣と2人とも手を挙げている｡ A｢じゃんけん

しなさいよ｣ B, C ｢じゃんけんぽん,あいこでしょ-｣ C ｢かったかった｣と言いAの筆をCがとりかき始

める｡

AとBその後口げんかを始める｡ Cの顔(鶴)に絵の具がついていた｡ A ｢えのぐがついてる,えのぐがつ

いてる｣ C手でとろうとする｡ B ｢そんなことしたらかみの毛につくが｣ Dが見ていてCの上着のすそを持ち

上げてそれで絵の具をふきとろうとした｡届かない｡今度は自分の上着で絵の具をとってやる｡まだ落ちなか

ったのか,つばを手につけとってやる　50-5-　7

●場面43にみられるように,同じ場所で同じような道具を使って同じ活動を平行してすることがそ

のまま対人的関わりをもつことになっている場合がよくある｡その中でまたさらにその活動を発

展させるような言動がなされることもある｡まず活動そのものを成りたたせる行動をすること自

体が対人的関わりをもつことになった場面の活動を記録から挙げる｡

④　鬼ごっこ,基地ごっこ,テレビヒーローのつもりになって追いかけたり走ったりする

⑧　鶏,兎を眺めたりふれたりしながら話,議論する

⑥　虫(アリ)をつかまえる

⑨　木の葉つみ

⑥　お絵画き

㊦　絵本をいっしょに見る

⑥　すべり台で遊ぶ

⑪　デランコにのって遊ぶ,木馬にのって遊ぶ

①　回転グローブジャングルに乗って遊ぶ

①　乗って遊ぶ車に乗ったり押したりして遊ぶ

⑪　押して動かす自動車玩具を使って遊ぶ

①　線路を組みたてる汽車遊び

㊥　ブロック遊び

㊧　横木遊び-積木の片づけ

◎　砂場遊び-砂場の片づけ

⑧　水遊び

⑨　鉢に土を入れて種を植える

⑧　幼虫とり

⑤　紙ひこうきとばし,かざぐるま遊び(一斉保育で各々が作った物を動かして遊ぶ)
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⑦　ままごとの道具を使っておかあさんごっこ

⑤　プロレス,とっくみあい

●こうした活動そのものの行動をしながら, (1)おしゃべりをする(2)その場の動きや物を見たてて

新しい空想場面設定をする｡その空想場面にふさわしいことばを言ったりそれらしく行動する

(3)一緒に歌を歌う(4)その場で面白味のある一寸変わったことばを言ったり行動をする(例:ブ

ランコに乗りながら｢こげこげまっくろこげ｣と言ったり,足をバタバタさせて歩けないとふざ

けたりする) (5)役を交替する(6)友達の行動の結果を受けて行動する,といった言動をとるこ

とによって,対人的関わりが明確になると同時に活動が発展する｡特に年長組の子供たちでは活

動の上に空想場面が適宜投げかけられている場面の方が多い｡但しこうした言動は,その場の遊

具や活動の状態にふさわしいものであることが必要である｡

この他にまとまりのある活動とは言えないが,対人的な関わりとして次のような場面がみられた｡

(a)友達の世話をやく,面倒を見る

ィ.汚れをとってやる(場面7),ロ.危険を注告する,騒しいと注意する,ハ.失くなった物を
J

探してやる,こ.ブランコをこいでやる,ホ. 1人1人に物を配る

(b)友達のしたこと,持っている物をみて驚く,友達を驚かせる｡共通の感情を話しあって味わう｡

(5)周辺人的な行動場面

まとまりのある活動をしないで, 1人であちらこちら移動しながら,友達の活動を眺めたり,そ

の時々で友達と短い関わりをもつような過ごし方をしている場面で7場面みられた｡

場面15　(一斉保育で紙かぶとを作り終えてロッカーにしまう)ロッカーの戸をしめる｡スキップしながら

女の子の所へ来る｡さっきとは別のところのいすをなおす｡机のゆがんだのをなおす｡私(観察者)と話す｡

｢かぶとはもうできたの｣A子｢うん,もうかばんの中へなおした｣｡男の子のあとへついていく｡小さい組を

見る｡リズム室へ走っていく｡またこっちへ戻ってくる｡男の子に話す｡タオルを下げている所にきて横の棒

にのる｡外を見ている｡トイレの方へ入っていく｡出てくる｡友達に紙のハンカチをあげる｡リズム室へ走っ

ていく｡室から出る｡歩いてくる｡外を眺めている｡走ってトイレへ入る｡出てくる｡友を見ている｡男の子

と話している｡大きい組の部屋を眺めている｡中に入る｡女の子4人のところへ行き,立ってみなの様子を眺

めている｡走ってくつをはきかえる｡走ってトイレへ行く｡出てくる｡ジャングルジムへ行く｡男の子と女の

子が走り回っている様子を見ている｡すべり台へ1人であがる｡途中まですべる｡後向きになりうつぶせた格

好になる｡すべろうとする｡また起きあがり,他の子の様子をすべり台の上から見ている｡前へ向き直りすべ

る｡すべり終わって園外へ出る｡花をつむ｡ 1人｡白い花を1本1本つんでいる｡しばらく1人でつんでいる

所へ小さい組の女の子2人がきていっしょにつむ｡しかし一定の距離をおいている｡一心に花をつんでいる

(50�"5�"14)

●周辺人的な行動では, 1ヶ所にじっとしていることはあまりない｡あちらこちら移動し,その間

に, ①友達の様子を少し距離をおいて眺めていることが多い｡ 1人の子供や1つの場所を眺める

のではなく移動するに従って眺める友達も,活動も変わってくる｡ 1つの場所を立ち去り難いよ

うにウロウロしていた場面が1場面あるが,この場合は遊ぼうと意図してきた遊具を他の子供た

ちに占有されていた,と思われる場面であった｡

友達との短発的な関わりとして次のような行動がみられた｡
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②物を渡される｡物を返す｡物を手渡す｡

③短いおしゃべりをする｡ことばをかわす｡

● 3つの場面で,各々の子供が自発的に自分の意図を生かして活動する場面では周辺人的な行動を

とっていた子供が,一斉保育になったり,積木を運ぶといった何をしたら良いかわかりきってい

る場面では,生き生きと自主的に行動するという変化がみられた｡

(6) ｢泣くこと｣がみられた場面

べそをかいたと表現されている場面を含めて泣くことがみられた場面は21 (20)場面であった｡

泣くことはなかったが,倒れたまま動かないで,その子が泣き出したとほぼ同じような行動を周り

の子供に引き起こしたが2場面あった｡

場面24　A子とB子はひきだLをあちこちあけて何かさがし物をしているらしい(気がせいているらしく,い

ろいろひきだLをあけてパッパッとみている)全然みつからないらしい｡みんなはそれぞれ植木鉢をもって池

の所に土を入れに行っている｡みんなの方をちらっとみて｢先生にいうが｣と言ってくつをはきかえる｡ B子

はまだひきだLをいろいろあけてみている(ゆっくりとていねいに探していた)しかしA子が何かこわそうに

走っていった｡そして口に指をもってゆっくり歩きながら鉢の置いてあるところに行った｡口に指をくわえて

みんなを見ている｡しかし,先生がいらっしゃらないのでB子に｢先生いない,こっちには｣と言って話して

いる｡何かしきりに話していたが｢先生いないもん｣と言っておこりだした｡何となく淋しそうである｡種を
I

まきおわって鉢をもってきた子が何人かいる｡ A子は彼らを,両手を口にもっていってじっとみているだけ｡

くつを上ばきにはきかえた｡教室の入口の所にやってきて泣き出しそうだった｡とうとう入口の所で両手を顔

にあてて泣き出した｡ (みんなの注意が集まった) ｢どうして｣といってC子が手をはずそうとする｡ D子が肩

を抱いてひきだしの所にいっしょに行った｡みんなで探してあげた｡ネームがみつかった｡泣きやんですぐく

つにはきかえてまだふくれ面をしたまんまスタスタと歩いていった｡男の子が追いかけてきて何か言ったので

ふりむいた｡ B子に会ったので舌を出した｡ 2回舌を出した｡ (後略) (50�"5�"21)

場面56　(年少組,先生不在)ジンマシンのできた子供が泣いている｡その子が大声で泣くたびに一斉にふり

むく｡粘土遊びをやり始めるとその子には誰も注目しなくなる(51�"5�"19)

●乳児期において｢泣くこと｣は母親の接近と世話を引き起こす強力な行動であった｡今回調べた

幼児の21場面でも同じような効果が引き起こされた場面がみられる｡全く放っておかれた場面も

あったが泣くことの効果をまとめてみると次のようなことではないかと考えられた｡

i.ある子供が泣き出した時,周りの子供(先生)にその子が泣いた"原因〝がわからなかったと

思われる場面では,すぐに注意･接近･世話といった行動を引き起こす｡

ii.泣いた子供が相手に積極的な攻撃をしていないで泣き出した場合,相手は自分のしていた自己

主張や攻撃をすぐに止める｡その場から逃げるように離れることもあるが気にし続けて様子をう

かがう｡友達が倒れたまま動かない場合も同様の反応の仕方をしている｡

その場にいて世話をしたり,ご機嫌をとる場合もある｡その場合やがて一緒に遊ぶことになっ

ていった｡

111.対立カ■ミェスカレートし互いに身体的な攻撃をしていて泣き出した場合は,多少直接的な攻撃の

手がゆるまる様子がみえるが,自己主張はひっこめない｡泣き出す前に激しい対立が周りの子供

の注意をひきつけている｡
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iv.周りの子供に泣いている"原因〟の見当がほぼついていると思われる場合,全く放っておかれ

る場合がある｡

Ⅴ.子供の泣く強さ,激しさによっても周りの反応が影響される｡

Ⅳ　ま　と　め

●就学前の幼児(本報告では幼稚園年中組と年長組に当る)は,同年輩の子供たちとの間で,仲間

関係を作ったり,また仲間関係を回避したり,対立場面に身をおき,対立場面を調整し,仲間活

動を展開し,またある時は友達の世話をする,といった対人関係をそれなりに展開している｡こ

れは乳児期の母子愛着関係とはかなり異なるものになっている｡

●乳児期の母子相互作用の起点となった,泣く,見つめる,笑う,声を出す,移動する,といった

行動のうち,泣くことは幼児期において他の子供たちに,乳児期に母親にもたらしていたとほぼ

同じ効果一注意を引き,接近といたわり･世話といった行動を引き起こす｡

●幼児期において仲間活動が展開してい′くには,同じ領域とみなされる場所で,同じ道具を用いて,

同じ活動をする(その場に応じた行動をする)ことが,友達との間で仲間としてのやりとりをお

互いに生み出す大きな力を持っていると思われる｡子供にとってどんな行動ができるかよりも,

その場や状況あるいは友達の行動に応じた行動をその場でとれる力が必要になる｡この力の違い

によって,自由度の高い場面では仲間活動に興味があっても眺めるだけに留まっている子供が,

何をすれば良いかはっきりしている場面では積極的に行動するという変化をきみ出していると思

われる｡

●例えば軽い身体的な攻撃的行動のとられた場面についてみてみると,結果的に対立的な状況が生

み出された場合と,ふざけっこになる場合と,全く無視される場合がある｡こうした結果の違い

は1つには相手の子供の情緒的な状態-いらいらしている時,ゆったりとして遊びたい気分にあ

る時,何かに夢中になっている時など一によって変わっている｡またもう1つには,その行動を

しかけた子供に表出されている情緒･感情の状態一例えば,自信なげであったり,強い怒りがこ

められていたり,など一によっても周りの子供に引き起こす結果が影響を受けると考えられる｡

双方の情緒的な状態が行動の対人的な効果に大きな影響を及ぼしていることは,身体的攻撃的行

動に限らず,日常経験されることでもあるが,すべての行動に言えることと考えられる｡

●幼児期の子供の相互の作用についての行動学的観察研究としては, BlurtonJones3)らを中心とし

てなされているものがある　Blurton Jonesらは厳密に定義した行動単位を設定し観察によって

生起頻度を記録し,数量的な処理によって行動単位間の関連,単位のカテゴリー化,時間的経過

その他の因子との関連を調べている｡この方法の場合行動の生存価(その行動はその子供にとっ

てどんな効果があるのか,それから何を得ようとしているのか)の理解は後になるとBlurton

Jonesが述べている｡本報告では場面の分類から行動をとり出したが,その行動の結果の違いによ
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ってその行動と環境の差異をさらに精密に把握していくといった方法によって生存価の面から行

動単位を見つけ出す試みも可能ではないかと考える｡
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